包括的会員管理システムの運用が開始されます
包括的会員管理システムとは
　協会では5年前，会員基本情報と会費納入状況の管理に関するＷｅｂシステムを導入しました．

その後，認定・専門理学療法士制度，生涯学習の履歴管理，研修会参加登録システム，学術大会演題登録システムのリンクなど，会員情報など多くの情報について一元管理することへのニーズが高まってきました．

　今回包括的会員管理システムを導入する目的として，事務局機能の強化やＩＴ化による会員サービスの向上があげられます．

包括的会員管理システムに実装される機能

1 会員管理（マイページ）

会員の基本情報を登録，管理する部分で，いわば基幹システムです．

協会ホームページ会員専用サイトから会員ごとに発行されるＩＤ，パスワードを入力することによりマイページへアクセスできます．

これまでと同様，氏名，性別，生年月日，入会年月日，卒業校，卒業年度，免許取得年，免許番号，勤務先情報，自宅住所などの情報が登録されます．

2 会費管理

協会は会員の皆様からの会費で運営されています．収入の９０％が会費であり，協会の様々な事業が遅滞なく運営されるためには，約６６，５００名（2011年1月現在）の会員が会費を納入していただく必要があります．このシステムは会費の納入状況のほか，その納入手段，納入時期などがわかるようになっています．また，会員がＷｅｂから納入方法を変更することも可能になります．
3 認定･専門理学療法士制度，生涯学習履歴管理

都道府県理学療法士会が行う新人教育プログラムの履修状況，学会，研修会等の参加履歴等を管理し，生涯学習が進んでいるか，認定・専門理学療法士の申請に必要なポイントを満たしているかなどが把握しやすくなります．
4 研修会参加登録システム

協会主催の学会，研修会は原則このシステムを利用して参加申込，参加費支払を行います．

Ｗｅｂ登録が原則となります．また，当日の受付を行えば自動的に前述の生涯学習履歴管理システムに登録されます．（履歴が反映されるまで，2週間程度の期間を要する見込みです）

会費未納者については協会主催のあらゆる研修会への参加ができなくなりますので注意してください．

5 学術大会演題登録システム

日本理学療法学術大会の演題登録が可能になります．また，学会参加履歴，演題発表履歴への登録も自動化します．
＊包括的会員管理システムの運用の開始について：23年3月まで試験を行い，4月以降データを移行する予定です．運用開始時期は協会ホームページ等で随時お知らせいたします．

＊会員の皆様へのお願い：より詳しい情報は協会ホームページ，協会ニュースをご参照ください．
